
自作教具の活用事例

【作品名】 【学校名】

カタカナマッチングシート 日立市立金沢小学校

【活用できる領域・教科等】 【制作者名】

国語（文字の読み書き） 宮部 浩二

【制作の意図】 【使用方法】
ひらがなの読み書きは理解できてもカ １ まず、各行ごとに分けて教師が文字

タカナの読み書きがなかなか理解できな のマッチングの手本を示す。
い児童がいる。ひらがなとカタカナをマ ２ １の後、児童が文字のマッチングを
ッチングさせることでカタカナの読み書 行う。（５０音表を見ながら→５０音
きの理解の一助となるようにカタカナマ 表を見ないで）
ッチングシートを制作してみた。 ３ 各行ごとにマッチングができるよう

になったら、全部の文字カードを混ぜ
合わせ、自分で並べるようにする。

【制作上の工夫】 【見取り図】
シートにはひらがな５０音が順番に記

載されているので、その横に該当するカ
タカナが置けるようにした。シートとカ ・・・・・・・・・・・ さ か あ
タカナの文字カードの間にはマジックテ
ープが貼ってあり、固定できるようにし ・・・・・・・・・・・ し き い
ている。また、それぞれの行ごとに違う
色のシールが貼ってあり、たくさんの文 ・・・・・・・・・・・ す く う
字が混ざっていても何行の文字か分かり
やすくしている。 ・・・・・・・・・・・ せ け え

・・・・・・・・・・・ そ こ お
【写真】

※ 縦３０ｃｍ、横４２ｃｍ
文字シート
表

● ●
・・・・・・・あ■ ア

●
・・・・・・・い■

● 裏
・・・・・・・う■

● ■■
・・・・・・・え■ ■■

●・・・色シール
縦横３ｃｍ

【使用効果と応用発展】
・個別の学習で活用できる。同じ読みの
ひらがなとカタカナが並べられるので
文字が理解しやすい。また、マジック

【材料・材質・部品等】 テープで文字カードが固定されるので、
置いた文字が動きにくい。

ひらがな・カタカナ文字シート ・最初は文字の読みを覚えるまでに時間
ラミネートシート がかかったが、繰り返し学習したこと
マジックテープ でカタカナの文字がかなり読めるよう
色付きシール になっってきた。

・これからは応用としてカタカナの文
字をもう１セット作り、絵カードを置
くことでその言葉を文字で並べられる
ようにしたい。
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